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第
３
回
定
例
会
の
経
過

〔
９
月
〕

６
日　

本
会
議

　
　
　

・
開
会

　
　
　

・
会
期
の
決
定

　
　
　

・
諸
般
の
報
告

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、説
明
（
報

告
・
平
成
21
年
度
決
算
）

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
条

例
・
補
正
予
算
）

７
日　

休
会
（
議
案
等
調
査
）

８
日　

本
会
議

　
　
　

・ 

質
疑
（
平
成
21
年
度
決

算
）

　
　
　

・ 

決
算
特
別
委
員
会
の
設

置
、
付
託
、
委
員
の
選

任

　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　

・
正
副
委
員
長
の
互
選

　
　
　

・ 

分
科
会
の
設
置
、
委
員

の
選
任

　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

・
副
委
員
長
の
互
選

９
日　

 

決
算
特
別
委
員
会
（
第
１
・

第
２
分
科
会
）

10
日　

 

決
算
特
別
委
員
会
（
第
１
・

第
２
分
科
会
）

　平成22年第３回行方市議会定例会は、９月６日から24日までの19
日間の会期で開催しました。
　本会議では、平成21年度決算の認定案９件のほか、補正予算案、契約
案など８件が市長から、また、条例の制定案、附帯決議案の２件が議員か
ら提出され、いずれも原案のとおり、全会一致で認定、可決しました。ま
た、６月定例会で継続審査とした請願１件も全会一致で採択しました。
　このほか、議員定数等調査特別委員会の調査結果の報告がありました。

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

景
気
の
低
迷
で
市
税
が
減
収

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
市
税
は
全
体
に
お
い

て
、
景
気
の
低
迷
や
高
齢
化
の
進
展
な
ど
時
代
の

流
れ
が
如
実
に
反
映
さ
れ
、
前
年
度
比
３
・
２
％
、

１
億
２
，
４
２
４
万
４
，
０
０
０
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は
、
当
初
減
額
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国
の
緊
急
経
済
対

策
に
よ
っ
て
、
前
年
度
比
５
・
９
％
、
３
億
１
，

５
８
６
万
７
，
０
０
０
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
総
務
費
に
お
い
て
、
定
額
給
付
金
事

業
の
国
庫
補
助
の
減
額
等
に
よ
っ
て
、
前
年
度
比

14
・
８
％
、
５
億
５
，
９
４
９
万
円
の
大
幅
な
減

と
な
っ
た
一
方
、
土
木
費
に
お
い
て
、
道
路
の
維

持
補
修
及
び
改
良
舗
装
事
業
の
増
額
等
に
よ
っ
て
、

前
年
度
比
30
・
１
％
、
３
億
３
，
３
３
７
万
３
，

０
０
０
円
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
６
億
５
，
７
１
４
万
１
，

０
０
０
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

１
億
３
，
４
２
３
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

５
億
２
，
２
９
１
万
１
，
０
０
０
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

一
般
会
計

優先的に
行われた
主な事業

学校等適正配置実施計画に基づく小中学校施設整学校等適正配置実施計画に基づく小中学校施設整
備事業（麻生中学校）備事業（麻生中学校）

公共施設へのAEDの整備（霞ヶ浦ふれあいランド）公共施設へのAEDの整備（霞ヶ浦ふれあいランド）

米軍再編交付金等を活用した道路整備（沖洲区）米軍再編交付金等を活用した道路整備（沖洲区） 天王崎周辺開発事業による白帆荘解体工事天王崎周辺開発事業による白帆荘解体工事
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11
〜
12
日　

休
会

13
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
４
議
員
）

14
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

15
日　

 

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委

員
会

16
〜
20
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

21
日　

教
育
厚
生
委
員
会

　
　
　

・
請
願
審
査

22
〜
23
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

24
日　

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　

・ 

分
科
会
委
員
長
報
告
、

質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　

本
会
議

　
　
　

・ 

常
任
委
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　

・ 

決
算
特
別
委
員
長
報
告
、

質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　

・ 

議
員
定
数
等
調
査
特
別

委
員
長
報
告
、
採
決

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
契

約
、
決
議
、
条
例
（
議

員
提
案
））

　
　
　

・ 

閉
会
中
の
所
管
事
務
調

査

　
　
　

・
議
員
の
派
遣

　
　
　

・
閉
会

歳入（入ってきたお金）は･･･

歳出（使ったお金）は･･･

基金（貯金）と
　　　市債（借金）は･･･

民生費　21.5％
32億9,223万円

総務費　20.9％
32億1,085万円

公債費　13.9％
21億2,881万円教育費　13.3％

20億4,522万円

土木費　9.4％
14億4,115万円

衛生費　8.8％
13億5,330万円

消防費　5.5％
8億4,272万円

農林水産業費　3.7％
5億6,439万円

商工費　2.0％
3億1,100万円 議会費　1.0％

1億4,807万円

153億3,773万2,000円
（前年度比2.5％減）

その他交付金　0.9％
1億5,170万円

市税　23.4％
37億4,174万円

繰越金　3.7％
5億9,209万円

諸収入　2.6％
4億2,217万円
使用料・手数料　1.1％
1億8,187万円
分担金･負担金　0.8％
1億3,086万円

その他繰入金など　0.4％
7,813万円

地方交付税　35.5％
56億7,634万円

国庫支出金　12.4％
19億8,036万円

市債　8.4％
13億4,250万円

県支出金　5.5％
8億7,345万円

地方消費税交付金　2.0％
3億2,752万円

地方譲与税　1.9％
3億727万円

ｺﾞﾙﾌ場利用税交付金　1.2％
1億8,888万円

159億9,487万3,000円
（前年度比2.0％減）

自依
存 主

財
財 源
源 32
68 ％
％

平成21年度一般会計の決算で見る

※ 金額は 100 万円未満を四捨五入して
いるため、合計額が一致しません。

●予算に対する執行率は 89.4％
● 性質別に見ると、主なもので人件費
21.3％、公債費 13.9％、物件費 13.0％、
扶助費 10.6％、補助費等 10.5％となる。

● 依然として、市税などの自主財源よ
り地方交付税などの依存財源の占め
る割合が多い。

● 市税の収入率は 91.2％で、前年度
に比べ 0.2％増加している。

● 基金は、一般会計は 37 億 8,659 万 1,000 円（前年度比 40.0％増）、特別会
計は４億 3,699 万 1,000 円（前年度比 30.6％減）

●市債は、237億 6,774 万 4,000 円（前年度比 1.3％減）
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　平成 21年度の決算は、議長及び議会選出監査委員を除く 21人で構成する「決算特別

委員会（委員長：成嶌常松、副委員長：椎名政利）」を設置・付託し、審査を行いました。

　決算特別委員会ではさらに２つの分科会（第１分科会・第２分科会）に分かれ、詳細に

わたり審査を行いました。その審査の内容を一部要約してお伝えします。

　 　職員研修事業の負担金が多いが、市で研修できる
ものは市で行えば、費用が抑えられるのではないか。
　 　職員が講師の能力を有していれば、それも可能で
あるが、現時点では難しい。法務研修など専門性を
求めるものは専門機関で研修するのがよい。今後市
で研修を行うことが可能になるような努力が必要と
考える。

　 　平成21年度で国民宿舎白帆荘の解体工事が完了
したが、跡地の活用計画はどうなっているのか。
　 　地域交流センターの建設に向けた計画を、企画課
と商工観光課で協議している段階である。

　 　市たばこ税は年々減収となっている。この決算を
もとに来年度予算ではどう考えるか。
　 　近年の健康志向によって、ここ数年、約 1,000 万
円ずつ減収になっている。予算もそれに応じて減収
を見込まざるを得ないと考える。

　 　軽自動車税の滞納、不納欠損が多い要因には何が
あるのか。収納率を上げる対策を考えていないのか。
　 　軽自動車のナンバー登録抹消漏れ等によって、車
がなくても課税されていたためである。車検に係
る納税証明書の発行の状況等で確認を進めていきた
い。

　 　平成21年度の保育園の延長保育事業の利用者の
実績はどのくらいか。

　 　延長保育は、通常 18 時までのところを 19 時まで
延長して保育を行う事業である。延べ人数で、麻生
保育園 1,884 人、竜翔寺保育園 3,234 人、北浦保育
園 74 人、玉造第一保育園 398 人、玉造第二保育園
761 人、玉造第三保育園 389 人の利用があった。

　 　平成21年度は敬老記念品事業をどのような形で
行ったのか。

　 　敬老記念祝賀記念品等として、80 歳以上の方に、
薬用石けんセットを社会福祉協議会と共催で贈呈し
た。対象人数は 3,768 人であった。

　 　ひとり暮らしの高齢者へ緊急通報システムの全戸
設置を望むが、平成21年度の機器の購入台数と設
置状況を伺う。

　 　通年 20 台の購入のところ、平成 21 年度は経済交
付金の交付によって、93 台を購入し、84 台を設置
した。平成 21 年度はひとり暮らしの高齢者 395 人
のうち 211 人には設置済みとなった。今後もひとり
暮らしの確認を行いながら設置を進めていきたい。

　 　平成21年度の在宅介護慰労金の交付状況と慰労
金１人１万円の算出根拠の理由を伺う。

　 　介護者 122 名、122 万円を交付した。慰労金１万
円は、財政状況を勘案した結果である。

　 　教育費全体的に不用額が
多い。その理由を伺う。

　 　平成 21 年度の不用額、約６億 5,000 万円のうち、
学校建設費等で約５億 9,000 万円は平成 22 年度に
繰り越されている。そのため、実際の不用額は約
6,000 万円である。この理由は、契約時に発生した
入札差金が主なものである。今後は極力不用額がな
いように、予算を有効利用できるような編成に努め
たい。

　 　現在使用していない幼稚園舎の状況を伺う。また、
電気、水道は使える状態のままなのか。

　 　旧幼稚園舎は、学校の管理、放課後児童クラブや
文化財の保管場所等になっている。電気、水道は使
用状況を調査して、止めていい状況であれば、その
方向で検討していきたい。

　 　給食で「食べたい量を食べられない」、また子ど
もによっては「量が多い」という意見があったが、
その解消に努力をしたのか。
　 　給食センター統合当時にあったそのような意見は
ほとんどなくなった。量は栄養士が計算したもので、
以前と変わっていない。

答

問

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

答

問

答

問
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　 　平成21年度の不法投棄で、冷蔵庫が23台、洗
濯機が30台、テレビが62台とかなり多いが、防
止する方法はないのか。
　 　家電４品目のほか、自動車のタイヤの不法投棄が
増えている。広報で不法投棄をしないよう呼びかけ
ているが、環境監視委員による監視や防護柵の設置、
悪質なケースは警察と連携を図り対応していく。

　 　環境美化センターは、年次点検が約5,000万円、
修繕費が約4,000万円と毎年膨大な経費を要して
いるが、何年度に大規模改修を行うのか。
　 　現在、平成 23 年度以降の修繕計画書を作成して
いる。当初は平成 29 年度としていたが、広域的な
処理形式も考慮しながら時期を明示する。

　 　平成21年度の転作達成率について伺う。市職員
をはじめとする転作を推進する立場の者が100％
達成していなければ、事業は進まないと考える。
　 　麻生地区 61.6％、北浦地区 110.8％、玉造地区
96.9％、市全体で 84.2％である。市職員は、平成 22
年度は 100％になったが、推進する立場として今後
も率先して行っていく。

　 　新しく消費生活センターが設置されたが、相談件
数やその内容について伺う。
　 　平成 21 年度の相談件数は 190 件ほどあった。内
容は、金融関係やインターネットなど通信関係につ
いての相談が特に多い。

　 　耐震化診断の実施状況と診断後の対応について伺
う。

　 　平成 21 年度は１棟 3 万 2,000 円で、申請のあっ
た 13 棟を実施した。診断結果の報告書を持参しな
がら、対応について聞き取りを行っているが、改修
はほとんど行われていない状況である。改修をやる
やらないは本人の意思による。

　 　道路維持費や新設改良費などに不用額が発生して
いるが、道路整備の要望は多いと思う。不用額の理
由を伺う。

　 　委託の減少や用地交渉の同意を得られなかったこ
とが要因である。今後は事業の進捗状況を見きわめ
ながら、不用額が発生しない方法に努めていきたい。

　　高度処理型浄化槽の設置補助について伺う。
　 　平成 21 年度は、麻生地区 10 基、北浦地区 7基、
玉造地区14基の計31基について補助金を交付した。
当初より申請者が増えたため、その要望を満たすた
めに予算を補正して対応した。

　　水道料金の未収金の額と滞納者への対応を伺う。
　 　平成 21 年度分は、過去 5年間分も含め、5,746 万
5,722 円である。平成 21 年度は約 1,500 件の滞納整
理を行い、その中で通告に応じなかった 300 件に対
して、給水停止を行った。使用料はきちんと支払う
ように進めていきたい。

歳　入 歳　出 差引残額

一 般 会 計 159億9,487万2,748円 153億3,773万1,575円 6億5,714万1,173円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 51億9,855万8,638円 50億5,617万7,930円 1億4,238万708円

老 人 保 健 特 別 会 計 2,962万9,049円 344万8,656円 2,618万393円

介 護 保 険 特 別 会 計 27億761万6,715円 26億3,330万4,085円 7,431万2,630円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億6,647万4,303円 2億6,510万1,803円 137万2,500円

農業集落排水事業特別会計 6億9,570万3,382円 6億7,880万8,279円 1,689万5,103円

特定環境保全公共下水道事業特別会計 3億4,158万7,955円 3億959万1,401円 3,199万6,554円

流域関連公共下水道事業特別会計 3億9,128万6,049円 3億8,665万4,734円 463万1,315円

水 道 事 業 会 計
収 益 的 8億1,694万1,357円 7億7,843万8,968円 3,850万2,389円

資 本 的 6億100万7,542円 8億4,790万5,706円 △2億4,689万8,164円

合　　　　　計 270億4,367万7,738円 262億9,716万3,137円 7億4,651万4,601円

平
成
21
年
度
各
会
計
の
決
算
状
況

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問
答

問
答
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税条例の一部を改正
平成23年度から

市
民
税
・
固
定
資
産
税

市
民
税
・
固
定
資
産
税

前
納
報
奨
金
制
度
は
廃
止

前
納
報
奨
金
制
度
は
廃
止
■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
が
消
防
自
動
車
を
使

用
中
に
起
こ
し
た
接
触
事
故
に

つ
い
て
、
相
手
方
の
車
両
に
与

え
た
損
害
賠
償
の
額
を
29
万
２
，

０
０
０
円
と
定
め
、
和
解
し
た
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告

市
長
が
提
出
し
た
議
案
等

■
麻
生
中
学
校
新
築
工
事
（
建
築
工
事
）

・
方　

法

：

一
般
競
争
入
札

・
金　

額

：

13
億
５
，
４
５
０
万
円

・
相
手
方

： 
常
総
・
藤
﨑
・
松
沢
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

　
　

代
表
構
成
員　

常
総
開
発
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

石
津
健
光

　
　
　
　

構
成
員　

藤
﨑
建
設
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

藤
﨑
政
行

　
　
　
　

構
成
員　

松
沢
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

松
沢
弘
美

・
工　

期

： 
議
決
日
（
９
月
24
日
）
の
翌
日
か
ら

平
成
24
年
１
月
11
日
ま
で

■
麻
生
中
学
校
新
築
工
事
（
電
気
設
備
工
事
）

・
方　

法

：

一
般
競
争
入
札

・
金　

額

：

１
億
１
，
８
６
５
万
円

・
相
手
方

：

清
宮
電
気
株
式
会
社

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

清
宮
裕
子

・
工　

期

： 

議
決
日
（
９
月
24
日
）
の
翌
日
か
ら

平
成
24
年
１
月
11
日
ま
で

■
麻
生
小
学
校
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造
工
事

・
方　

法

：

一
般
競
争
入
札

・
金　

額

：

４
億
５
，
０
４
５
万
円

・
相
手
方

： 
鈴
木
良
・
高
橋
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体

　
　

代
表
構
成
員　

株
式
会
社
鈴
木
良
工
務
店

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

鈴
木
勝
彦

　
　
　
　

構
成
員　

高
橋
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

高
橋
修
一

・
工　

期

： 
議
決
日
（
９
月
24
日
）
の
翌
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
24
日
ま
で

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

前
納
報
奨
金
制
度
と
は
、
通
常
年
４

回
に
分
け
て
納
め
る
個
人
の
市
民
税

（
普
通
徴
収
分
）
や
固
定
資
産
税
を
、

最
初
の
納
期
に
全
期
分
を
納
め
る
と
、

年
税
額
か
ら
前
納
報
奨
金
（
交
付
分
）

を
差
し
引
い
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
税
収
の
早
期
確
保
や

自
主
納
税
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
全
期
前
納
で

き
る
方
に
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
年
金
や

給
与
か
ら
特
別
徴
収
で
納
め
て
い
る
方

や
全
期
前
納
で
き
な
い
方
に
不
公
平
が

生
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら

の
答
申
で
も
こ
の
制
度
の
廃
止
を
望
ま

し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
こ
の
制

度
を
廃
止
す
る
た
め
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

　国の財政健全化法に基づき、平成 21 年度
の「健全化判断比率」と「資金不足比率」の
報告がありました。

４つの
健全化判断比率 本市の指数 早期健全

化基準

実質赤字比率
一般会計等の赤字
の程度を指標化し
たもの

－ 13.2％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤
字と黒字を合算し
て、地方公共団体
としての資金不足
の程度を指標化し
たもの

－ 18.2％

実質公債費比率
一般会計等の借入
金及びこれに準じ
る額の大きさを指
標化したもの

14.6％
前年度比
1.7％改善

25.0％

将来負担比率
一般会計が将来負
担すべき実質的な
負債を指標化した
もの

117.0％
前年度比
27.7％改善

350.0％

資金不足比率 本市の指数
公営企業会計の、資金不足額
の事業規模に対する割合 －

平成 21年度は

※「－」は赤字額なしを示す

※「－」は資金不足額なしを示す
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会計別 補正額 主な内容 総　額

一 般 会 計 8億7,722万
4,000円増額

《歳入》・普通交付税/5億458万円
・再編交付金/2,000万円
・前年度繰越金/2億9,612万4,000円
・道路整備事業債/1,800万円

《歳出》 ・財政調整基金積立金/2億1,142万円
・公共施設整備基金積立金/5億458万円
・道路整備事業（再編交付金事業費）/2,200万円
・税務総務事務費/1,334万円
・児童扶養手当事業/1,191万5,000円
・道路維持補修事業/2,000万円
・道路改良舗装事業/4,539万円

163億2,658万5,000円

特
別
会
計

老 人 保 健 51万7,000円
増額《歳入》・前年度繰越金/51万7,000円 1,551万7,000円

介 護 保 険 1,725万2,000円
増額《歳入》・前年度繰越金/1,688万8,000円 28億769万2,000円

特定環境保全公
共下水道事業

310万2,000円
増額《歳出》・一般管理費/227万9,000円 5億7,496万2,000円

９月定例会で補正された平成22度予算

■
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

　

次
の
一
般
選
挙
か
ら
、
議
員
の

定
数
を
現
行
の
24
名
か
ら
20
名
と

す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。（
詳

細
は
、
８
〜
９
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

条　

例

議
員
が
提
出
し
た
議
案
等

■
幼
稚
園
児
の
３
年
保
育
に
関
す

る
請
願
に
対
す
る
附
帯
決
議

　

請
願
の
採
択
に
伴
い
、
請
願
を

実
現
す
る
際
の
市
へ
の
要
望
事
項

と
し
て
、
教
育
厚
生
委
員
会
か
ら

附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

附
帯
決
議

　

決
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
財
政
状
況
を
鑑
み
、
既
存
の
施

設
で
３
年
保
育
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
る
玉
造
幼
稚
園
に
お
い

て
、
当
面
試
行
的
に
実
施
す
る
こ

と
。

教育厚生
委 員 会

◆
幼
稚
園
児
の
３
年
保
育
に
関
す
る
請
願
◆

　

こ
の
請
願
は
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

と
、
子
育
て
中
の
女
性
が
就
労
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、

現
行
の
市
立
幼
稚
園
２
年
保
育
を

３
年
保
育
に
延
長
さ
れ
た
い
と
い

う
願
書
で
す
。
６
月
定
例
会
で
、

教
育
厚
生
委
員
会
に
付
託
し
、
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
教
育
厚
生
委
員

長
か
ら
の
審
査
結
果
の
報
告
を
も

と
に
審
議
を
行
っ
た
結
果
、
全
会

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

教
育
厚
生
委
員
会
は
、
８
月
31
日
及
び
９
月
21
日
に
、
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た
「
幼
稚
園
児
の
３
年
保
育
に
関
す
る
請
願
」
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
の
審
査
で
は
、
育
児
や
就
労
状
況
に
つ
い
て
意
見
を
聞

く
た
め
、
請
願
者
の
中
か
ら
５
人
の
方
に
参
考
人
と
し
て
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
考
人
か
ら
は
、「
子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
上
で
、

３
歳
か
ら
の
経
験
が
大
事
で
あ
る
」「
集
団
生
活
に
お
け
る
子
ど
も

同
士
の
関
わ
り
合
い
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
生
き
る
知
恵
を
身
に

付
け
て
い
く
」
な
ど
、
幼
稚
園
の
３
年
保
育
が
子
ど
も
の
成
長
に
与

え
る
重
要
性
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
執
行
部
か
ら
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
入
所
状
況
や
園
児

に
か
か
る
市
の
負
担
額
な
ど
、
ま
た
、
学
校
等
適
正
配
置
で
は
２
年

保
育
で
計
画
し
て
い
る
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
間
で
意
見
交
換
を
行
い
、今
後
保
育･

教
育
の
多
様
化
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
願
意
は
妥
当

で
あ
る
と
し
、
討
論
は
な
く
、
全
員
賛
成
で
採
択
し
ま
し
た
。

請願審査の結果は?!請願審査の結果は?!



No.21
行方市 議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより 8

議
員
の
定
数
は 

人

　

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会

は
、
本
市
の
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
状
況
や
、
市
が
進
め
る
事
務

事
業
の
簡
素
化
、
ま
た
職
員
の
定

員
・
給
与
の
適
正
化
な
ど
を
受

け
、
議
会
と
し
て
も
み
ず
か
ら
議

員
定
数
や
議
員
報
酬
を
検
討
し
、

議
会
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
し
て
、
議
員
定
数
や
議
員

報
酬
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

調
査
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
21
年
６
月
定
例
会
で
設
置
を
決

め
、
５
回
に
わ
た
っ
て
調
査
検
討

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
と
し
て
、
次
の
５
つ

の
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

テ
ー
マ
①　

議
員
定
数

▼
議
員
の
定
数
は
、
現
行
の
24
人

か
ら
20
人
と
す
る
。

　

委
員
会
で
は
、
当
市
の
人
口
規

模
や
財
政
状
況
の
ほ
か
、
県
内
31

市
に
対
し
て
行
っ
た
「
議
員
の
定

数
等
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
や

全
国
の
人
口
規
模
類
似
団
体
の
状

況
、
当
市
区
長
会
か
ら
の
要
望
や

市
民
の
声
等
を
も
と
に
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　

３
回
目
の
会
議
で
、「
近
隣
市

の
人
口
及
び
定
数
を
参
考
に
考

え
る
と
、
当
市
議
会
の
定
数
は
20

〜
22
人
と
す
る
の
が
妥
当
な
の
で

は
」と
い
う
意
見
が
多
く
を
占
め
、

定
数
を
削
減
す
る
方
向
が
決
定
し

ま
し
た
。
し
か
し
、「
削
減
に
よ
っ

て
行
政
と
市
民
の
パ
イ
プ
役
が
少

な
く
な
り
、
市
民
の
意
見
が
反
映

さ
れ
に
く
く
な
る
の
で
は
」
と
削

減
に
よ
る
弊
害
を
懸
念
し
た
意
見

も
あ
り
、
具
体
的
な
定
数
を
決
定

す
る
ま
で
に
は
、
時
間
を
か
け
て

検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
会
議
で
も
「
地
域
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
定
数
は
段
階

的
に
削
減
し
た
ほ
う
が
よ
い
」「
議

員
の
質
を
高
め
る
た
め
に
削
減

を
」
な
ど
の
意
見
が
委
員
か
ら
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
、
当

市
の
人
口
規
模
を
相
対
的
に
考
慮

し
た
結
果
、
議
員
の
定
数
は
、
次

の
一
般
選
挙
か
ら
20
人
と
す
る
こ

と
に
全
員
賛
成
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
議
員
提
案

で
、
定
数
を
20
人
と
す
る
「
行
方

議員定数等調査特別委員会

最終報告

　新しい議会　のあり方を決めるのあり方を決める
次の世代のための

　新しい議会　のあり方を決めるのあり方を決める

次
の
一
般
選
挙
か
ら
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市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
②　

議
員
報
酬

▼
議
員
報
酬
３
万
円
の
増
額
を
市

へ
要
望
す
る
。

　

委
員
会
で
は
、
平
成
18
・
19
年

度
決
算
に
基
づ
く
当
市
議
会
の
合

併
効
果
や
、
議
員
定
数
の
調
査
で

使
用
し
た
資
料
を
も
と
に
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
市
議
会
の
議
員
報
酬
が
県
内

32
市
中
31
番
目
と
低
い
額
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ど
の
回
の
会
議
で
も

「
今
後
、
若
い
世
代
か
ら
議
員
を

輩
出
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、「
議
員
の
定
数
を
削
減
し
て

も
、
議
員
報
酬
を
増
額
し
て
は
財

政
効
果
が
な
い
」「
市
民
の
理
解

は
得
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
意
見

も
あ
り
、
慎
重
に
検
討
を
重
ね
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
幅
広
い
年
代
層
か

ら
立
候
補
で
き
る
環
境
づ
く
り
の

必
要
性
、
ま
た
、
議
員
定
数
と
議

員
報
酬
は
併
せ
て
改
定
す
べ
き
と

い
う
観
点
か
ら
、
議
員
報
酬
は
増

額
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
報
酬
金
額
は
、
県
内
の

議
員
報
酬
金
額
の
平
均
（
35
〜

36
万
円
）
や
当
市
の
財
政
状
況
を

考
慮
し
て
、「
３
万
円
の
増
額
が
妥

当
で
あ
る
」
と
し
、
こ
の
意
見
を
盛

り
込
ん
だ
「
議
員
報
酬
改
定
の
要

望
書
」
を
議
会
か
ら
市
へ
提
出
し

て
、
報
酬
審
議
会
等
で
十
分
審
議

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
③　

費
用
弁
償

▼
現
行
ど
お
り
２
，
０
０
０
円
を

支
給
す
る
。

　

委
員
会
で
は
、
県
内
31
市
の
状

況
等
を
参
考
に
検
討
を
重
ね
ま
し

た
。

　
「
議
員
報
酬
の
増
額
と
併
せ
て

費
用
弁
償
の
有
無
を
検
討
す
べ

き
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
議
論
の
結
果
、
現
行
の
日
額

２
，
０
０
０
円
は
妥
当
で
あ
る
と

し
、
今
後
も
現
行
ど
お
り
支
給
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
④　
政
務
調
査
費

▼
今
後
も
交
付
し
な
い
。

　

近
年
の
景
気
の
低
迷
や
政
務
調

査
費
の
支
出
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題

が
取
沙
汰
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
現
在
交
付
し
て
い
る
他
の
市
議

会
で
も
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
交
付
し
な
い

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
⑤　

会
派
制

▼
今
後
も
導
入
し
な
い
。

　

特
段
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
た

め
、
今
後
も
導
入
し
な
い
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　行方市議会議員の定数は、地方自治法（昭和
22 年法律第 67 号）第 91 条第１項の規定に基づ
き 20 人とする。

　　　附則
　（施行期日）
　１ 　この条例は、次の行方市議会議員の一般選

挙から施行する。

●地方自治法
第 91 条 　市町村の議会の議員の定数は、条例
で定める。 
２　市町村の議会の議員の定数は、次の各号に掲
げる市町村の区分に応じ、当該各号に定める数を
超えない範囲内で定めなければならない。 
〔抜粋〕⑤人口５万未満の市及び人口２万以上
の町村　26人

　市町村議会議員は、地方自治法第 91 条で人口
に応じて上限数が決められており、定数は条例で
定めることになっています。
　現在の議員の任期は平成 23 年４月 21 日まで
です。次の改選時から、定数20人が適用されます。

行方市議会議員の定数を定める条例行方市議会議員の定数を定める条例

　新しい議会　のあり方を決める　新しい議会　
次の世代のための次の世代のための

　新しい議会　のあり方を決める　新しい議会　
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平
成
22
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
７
月
21
日
に
１
日

間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
敷
設
工
事
請
負
契
約

案
の
ほ
か
、
条
例
の
改
正
案
、
補
正
予
算
案
な
ど
４

議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第３回第３回
臨時会臨時会

　　  工事請負契約を議決  　　

市
長
が
提
出
し
た
議
案
等

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

市
道
の
路
面
陥
没
箇
所
で
発

生
し
た
車
両
損
傷
事
故
に
つ
い

て
、
損
害
賠
償
の
額
を
26
万
５
，

０
０
０
円
と
定
め
、
和
解
し
た
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告

■
行
方
市
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備

事
業 

光
フ
ァ
イ
バ
敷
設
工
事

・
方　

法

：

随
意
契
約

・
金　

額

： 
４
億
８
６
３
万
９
，

０
０
０
円

・
相
手
方

： 

株
式
会
社　

Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本

－

茨
城

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
健
一
郎

・
工　

期

： 
議
決
日（
７
月
21
日
）

の
翌
日
か
ら
平
成
23

年
１
月
31
日
ま
で

工
事
請
負
契
約
の
締
結

条　

例

一
部
を
改
正

■
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例

　

市
長
及
び
教
育
長
の
給
料
を
、

平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
22

年
10
月
31
日
ま
で
の
３
カ
月
間
に

限
り
、
10
％
減
額
す
る
た
め
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

■
平
成
22
年
度
一
般
会
計

　

い
ば
ら
き
農
業
元
気
ア
ッ
プ

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助
金
や
水
田

農
業
推
進
対
策
事
業
補
助
金
な
ど

２
２
４
万
６
，
０
０
０
円
を
増
額

し
ま
し
た
。 補

正
予
算

　この工事は、光ファイバ
網を使ったブロードバンド
サービスが提供されていな
い地域へ、本市が FTTH
（Fiber To The Homeの
略。光ファイバを利用し
た家庭用の高速データ通信
サービスのこと）による光
ファイバ網を敷設するもの
です。
　敷設した光ファイバを電
気通信事業者に対し貸付を
行い、電気通信事業者は、
借受けた光ファイバケーブ
ルを用いて、FTTHによる
ブロードバンドサービスを
提供します。

《工事概要》
・架空ケーブル新設　240.7km
・収容局引出ケーブル芯数　1,432 芯
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小林　　久 議員

Ｑ 

入
札
の
最
低
制
限
価
格
設
定
の
目
的
は

Ａ 

一
般
競
争
入
札
で
、
工
事
の
品
質
・
価
格
水
準
を
維
持
す
る
た
め

に
必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る

　
　

総
務
課
管
財
グ
ル
ー
プ

の
事
務
内
容
を
伺
う
。

　
　

総
務
部
長　

市
有
バ
ス

に
係
る
業
務
は
、
当
初
、
管

財
グ
ル
ー
プ
の
「
公
用
車
の

管
理
に
関
す
る
こ
と
」
と
い

う
分
掌
事
務
に
含
ま
れ
る
と

解
釈
し
て
い
ま
し
た
が
、
６

月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
の

指
摘
を
受
け
、
平
成
22
年
６

月
14
日
、「
行
方
市
行
政
組

織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
」
を
公
布
し
ま
し
た
。

改
正
内
容
は
、
総
務
課
管
財

グ
ル
ー
プ
の
分
掌
事
務
に「
市

有
バ
ス
の
運
行
及
び
管
理
に

関
す
る
こ
と
」
を
加
え
た
も

の
で
す
。

ここが
聞きたい！
ここが

聞きたい！
ここが

聞きたい！

問
質
般
一

登
壇
順
に
、
質
問
と

答
弁
を
要
約
し
て
一

部
掲
載
し
ま
す
。

行
政
組
織
規
則
に
定
め
る
業

務
に
つ
い
て

　
　

水
田
農
業
推
進
協
議
会

の
今
後
の
あ
り
方
を
伺
う
。

　
　

市
長　

行
方
市
水
田
農

業
推
進
協
議
会
は
、
平
成
19

年
４
月
よ
り
米
政
策
改
革
大

綱
で
決
定
さ
れ
た
新
た
な
需

給
調
整
シ
ス
テ
ム
の
移
行
を

考
慮
し
て
新
設
さ
れ
た
「
な

め
が
た
農
業
協
同
組
合
水
田

対
策
室
」
の
業
務
と
な
り
ま

し
た
。
職
員
は
、
Ｊ
Ａ
か
ら

室
長
兼
務
職
員
１
人
が
、
市

か
ら
は
２
人
の
職
員
を
駐
在

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

水
田
政
策
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
戸
別
所
得
補
償
制
度

に
変
わ
り
、
水
田
利
活
用
自

給
力
向
上
事
業
と
米
戸
別
所

得
補
償
モ
デ
ル
事
業
の
２
事

水
田
農
業
推
進
対
策
事
業
補

助
金
に
つ
い
て

業
と
な
っ
た
こ
と
で
、
平
成

23
年
度
以
降
は
水
田
農
業
推

進
協
議
会
事
務
局
の
再
編
、

検
討
が
必
要
と
予
見
さ
れ
ま

す
。
具
体
的
な
事
業
政
策
が

発
表
さ
れ
て
か
ら
、
ど
の
よ

う
に
す
る
か
を
含
め
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

今
後
の
補
助
金
の
取
り

扱
い
方
を
伺
う
。

　
　

経
済
部
長　

水
田
関
係

補
助
金
は
、
平
成
21
年
度
ま

で
は
国
か
ら
の
産
地
づ
く
り

交
付
金
と
、
市
か
ら
の
補
助

金
で
支
払
わ
れ
ま
し
た
。
補

助
金
等
の
請
求
及
び
支
払
い

は
、
す
べ
て
水
田
対
策
室
で

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年

度
か
ら
は
、
国
か
ら
の
補
助

金
は
、
加
入
申
請
書
、
交
付

申
請
書
等
の
取
り
ま
と
め
を

水
田
対
策
室
で
行
い
、
国
か

ら
直
接
農
家
等
の
口
座
に
入

金
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
り
ま

し
た
。
市
補
助
金
は
、
農
林

水
産
課
と
水
田
対
策
室
が
、

補
助
金
制
度
の
理
解
を
深
め
、

相
互
に
連
携
、
連
絡
を
取
り
、

生
産
調
整
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
速
や
か
な
事
務
処
理

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
補
助
金

で
、
デ
ー
タ
入
力
等
の
確
認

作
業
と
国
の
産
地
づ
く
り
交

付
金
が
減
額
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
一
部
支
払
い
が
遅
れ
、

平
成
22
年
度
予
算
に
よ
る
支

払
い
と
な
っ
た
こ
と
は
、
関

係
機
関
、
関
係
者
に
改
め
て

陳
謝
し
ま
す
。

　
　

最
低
制
限
価
格
を
設
け

る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
基
準

の
と
き
に
導
入
す
る
の
か
。

　
　

市
長　

設
定
は
、
入
札

の
執
行
に
当
た
り
、
不
当
に

価
格
を
下
げ
て
入
札
し
、
工

事
の
完
成
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ

う
な
こ
と
を
防
止
す
る
た
め

に
行
い
ま
す
。
予
算
執
行
者

入
札
制
度
に
つ
い
て

は
、
工
事
又
は
製
造
の
請
負

を
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る

場
合
に
お
い
て
、
最
低
制
限

価
格
を
設
け
る
必
要
が
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
財
務
規
則

に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

総
務
部
長　

最
低
制
限

価
格
は
、
工
事
の
過
度
な
安

値
受
注
に
よ
る
工
事
品
質
の

悪
化
、
下
請
業
者
へ
の
し
わ

寄
せ
、
さ
ら
に
は
安
全
対
策

の
不
徹
底
に
よ
る
事
故
の
発

生
な
ど
を
未
然
に
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
建
築
工
事
は
、
総
合

建
設
業
者
と
専
門
工
事
業
者

と
が
相
互
に
組
み
合
わ
さ
れ

て
行
う
方
式
が
基
本
と
な
っ

て
お
り
、
多
種
多
様
な
業
種

の
工
事
業
者
に
よ
る
重
層
的

な
下
請
構
造
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
不
良

不
適
格
業
者
の
参
入
を
防

ぎ
、
工
事
品
質
を
確
保
す
る

こ
と
や
工
事
現
場
で
の
安
全

対
策
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、

あ
る
程
度
の
価
格
水
準
を
維

持
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、

設
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

玉
造
中
学
校
講
堂
兼
体

育
館
の
最
低
制
限
価
格
の
導

入
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

教
育
次
長　

１
回
目
の

公
告
は
、
一
般
競
争
入
札
参

加
資
格
要
件
に
お
い
て
、
県

内
に
本
店
及
び
支
店
を
有

す
る
建
築
一
式
工
事
に
係
る

総
合
評
価
値
１
，
０
０
０
点

以
上
の
業
者
と
し
ま
し
た
。

１
，
０
０
０
点
以
上
の
業
者

で
あ
れ
ば
最
低
制
限
価
格
を

設
定
し
な
く
て
も
工
事
完
了

が
保
証
さ
れ
る
と
判
断
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
入
札
告
示

後
、
防
衛
施
設
局
か
ら
交
付

決
定
前
の
入
札
手
続
は
承
認

で
き
な
い
旨
の
指
導
や
、
設

計
図
書
に
一
部
錯
誤
が
発
見

さ
れ
、
中
止
し
ま
し
た
。
改

め
て
の
入
札
告
示
は
、
地
元

業
者
の
育
成
と
地
元
の
経
済

効
果
を
図
る
観
点
か
ら
、
参

加
要
件
を
鉾
田
工
事
・
潮
来

土
木
事
務
所
管
内
に
本
店
及

び
支
店
を
有
す
る
総
合
評
価

値
８
０
０
点
以
上
の
業
者
と
、

総
合
評
価
値
を
引
き
下
げ
た

こ
と
に
伴
い
、
最
低
制
限
価

格
を
設
定
し
ま
し
た
。

問答

問答

問答

問答

答問

答
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高柳孫市郎 議員

Ｑ 

北
浦
複
合
団
地
の
開
発
の
状
況
は

Ａ 

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、
誘
致
に
取

り
組
ん
で
い
る

　
　

進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　

市
長　

北
浦
複
合
団
地

造
成
事
業
は
、
茨
城
県
の
事

業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
12
年
度
か
ら
造
成
工

事
が
開
始
さ
れ
、
企
業
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
区
画
造
成
を

行
う
注
文
造
成
方
式
を
採
用

し
、
幹
線
道
路
、
雨
水
管
、

汚
水
管
、
上
水
管
、
調
整
池

等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
分

譲
価
格
は
、
契
約
時
に
決
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

参
考
価
格
と
し
て
、
１
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
万
５
，

９
０
０
円
を
提
示
し
て
い
ま

す
。

　

若
者
の
定
着
の
増
加
を
図

る
た
め
に
も
、
企
業
誘
致
は

喫
緊
の
課
題
と
考
え
て
お

り
、
平
成
21
年
度
は
52
社
、

平
成
22
年
度
も
33
社
の
会
社

北
浦
複
合
団
地
開
発
に
つ
い

て

を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
県
と
連
携
を
密
に

し
、
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
　

交
通
体
系
を
伺
う
。

　
　

市
長　

現
在
、
東
関
東

自
動
車
道
水
戸
線
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
度

潮
来
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
（
仮
称
）
鉾
田
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
約
31
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
つ
い
て

事
業
化
が
決
定
し
、
測
量
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年

４
月
に
は
国
の
直
轄
施
工
方

式
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
22

年
度
予
算
と
し
て
４
億
７
，

０
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
、

地
質
調
査
等
が
９
月
中
旬
か

ら
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
の
充
実
が
北
浦
複
合

団
地
へ
の
魅
力
を
高
め
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
本
市
と
し

て
は
、
国
や
県
に
早
期
開
通

に
向
け
働
き
か
け
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

上
水
道
、
下
水
道
の
状

況
を
伺
う
。

　
　

市
長　

上
水
道
は
、
行

方
市
上
水
道
か
ら
給
水
す
る

計
画
と
な
っ
て
お
り
、
工
業
用

水
は
、
本
市
の
小
規
模
工
水

事
業
と
し
て
地
下
水
で
対
応

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

排
水
に
つ
い
て
は
、
各
企
業

が
浄
化
処
理
後
、
団
地
内
排

水
路
へ
排

水
す
る
こ

と
に
な
り

ま
す
。
排

水
基
準
に

つ
い
て
は
、

水
質
汚
濁

防
止
法
や

県
条
例
等

に
よ
っ
て

規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

平
成
17
年
度
合
併
時
か

ら
今
日
ま
で
の
基
金
の
推
移

を
伺
う
。

　
　

保
健
福
祉
部
長　

合
併

時
（
平
成
17
年
９
月
２
日
現

在
）
の
旧
３
町
の
合
計
額

は
３
億
２
，
８
７
３
万
２
，

４
０
３
円
で
す
。
そ
の
後
、

平
成
20
年
度
末
ま
で
は
取

り
崩
す
こ
と
な
く
推
移
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
21
年

度
に
１
億
６
，
５
０
０
万

円
を
取
り
崩
し
、
平
成
21
年

度
末
現
在
の
額
は
１
億
６
，

７
１
６
万
７
，
５
３
８
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

ま
た
、

平
成
22
年

度
に
つ
い

て
も
、 

平

成
21
年
度

と
同
額
を

取
り
崩
す

こ
と
で
予

算
編
成
を

し
て
い
ま

す
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
　

税
率
と
し
て
、
医
療
保

険
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
、
介
護
保
険
分
、
ど
の
部

分
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
の
か
。

　
　

保
健
福
祉
部
長　

平
成

17
年
９
月
に
合
併
し
た
際

に
、
不
均
衡
で
あ
っ
た
税
率

を
平
成
18
年
度
に
統
一
し
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
20
年
度

の
医
療
制
度
改
革
で
、
後
期

高
齢
者
支
援
分
が
加
え
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
医
療
給
付

分
の
賦
課
を
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
と
２
つ
に
分
け
ま
し

た
。
介
護
納
付
金
に
つ
い
て

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

限
度
額
は
改
正
が
あ
り
、

平
成
19
年
度
に
は
医
療
費
分

に
つ
い
て
56
万
円
、
平
成
21

年
度
に
は
介
護
納
付
金
分
に

つ
い
て
10
万
円
、
平
成
22
年

度
に
は
医
療
給
付
分
に
つ
い

て
50
万
円
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
13
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
税
率
は
平
成
18
年
度

以
来
改
正
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
は
検
討
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

本
市
の
医
療
保
険
分
の

中
で
、
何
の
病
気
等
に
多
く

の
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

保
健
福
祉
部
長　

平
成

21
年
度
の
医
療
給
付
費
は
一

般
分
、
退
職
分
合
わ
せ
て

約
30
億
８
，
６
９
４
万
５
，

０
０
０
円
、
１
人
当
た
り

36
万
８
，
１
１
９
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
医
療
費
の
上
位

疾
患
は
、
平
成
20
年
度
５
月

診
療
分
に
よ
る
と
、
１
人
当

た
り
の
医
療
費
は
高
血
圧
性

疾
患
が
１
位
、
ま
た
、
１
件

当
た
り
の
医
療
費
は
腎
不
全

が
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

基
金
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
べ
き
か
。

　
　

保
健
福
祉
部
長　

基
金

の
保
有
額
は
、
退
職
被
保
険

者
を
除
い
た
保
険
給
付
と
老

人
保
健
拠
出
金
の
過
去
３
年

間
の
平
均
の
５
％
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

市
の
場
合
は
、
約
１
億
５
，

５
０
０
万
円
と
想
定
さ
れ
ま

す
。

問答

問答

問答

問答

問答問

答問答

幹線道路が整備された北浦複合団地
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髙橋　正信 議員

Ｑ 

結
婚
対
策
支
援
は
ど
う
す
る
の
か

Ａ 

最
重
要
課
題
と
し
て
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
「
棔
活
」

事
業
を
拡
大
し
て
い
く

　
　

本
市
の
25
歳
か
ら
44
歳

ま
で
５
歳
刻
み
の
未
婚
率
は

ど
う
い
う
状
況
か
。

　
　

総
務
部
長　

平
成
17
年

に
実
施
し
た
国
勢
調
査
に
よ

る
、
本
市
の
男
女
別
の
未
婚

率
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

（
掲
載
の
都
合
上
、
表
に
し
て

い
ま
す
）

結
婚
対
策
支
援
に
つ
い
て

　
　

本
市
の
結
婚
対
策
支
援

事
業
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

　
　

市
長　

本
市
で
は
、
県

と
県
労
働
福
祉
協
議
会
が
平

成
18
年
に
設
立
し
た
「
い
ば

ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
平
成

21
年
度
は
セ
ミ
ナ
ー
、
出
会
い

の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
２
回
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は

鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
の
協

力
を
得
て
、

婚
活
シ
ー
ト

を
用
意
す
る

計
画
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
農

業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
は
、

平
成
21
年
度

か
ら
市
内
の

農
業
資
源
を
活
用
し
た
形
で

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
９
月
５
日
に
、

玉
造
地
区
で
稲
刈
り
、
ジ
ャ

ン
ボ
し
し
と
う
狩
り
、
新
米

お
に
ぎ
り
の
食
事
な
ど
の
内

容
で
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
男
女
と
も
27
名
ず
つ

で
、
10
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
ま
し
た
。
ま
た
10
月
９

日
に
、
北
浦
地
区
の
圃
場
を

利
用
し
て
、
さ
つ
ま
い
も
掘

り
、
ト
マ
ト
狩
り
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
り
、
現
在
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
麻
生
地
区
で
は
、
来
年

５
月
頃
に
実
施
す
る
予
定
で

す
。

　
　

毎
年
度
同
じ
科
目
で

25
万
円
前
後
の
予
算
を
計

上
し
、
年
２
回
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
、
出
会
い
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
と
い
う
内
容
の
本
市

の
結
婚
対
策
支
援
事
業
。
こ

う
い
う
状
況
を
繰
り
返
し
て

い
る
だ
け
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
。
現
実
を
直
視
し
た
対
策

支
援
事
業
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　
　

市
長　

結
婚
対
策
は
、

い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
進
め
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

な
か
な
か
成
果
が
表
れ
な
い

の
が
現
状
で
す
。
効
果
が
表

れ
る
よ
う
な
事
業
が
あ
れ
ば

案
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
執

行
部
が
そ
れ
を
政
策
に
し
、

予
算
を
つ
け
て
行
っ
て
い
き

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

本
市
と
し
て
主
体
的
に

出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方

の
育
成
、
ま
た
支
援
事
業
に

取
り
組
め
な
い
も
の
か
。

　
　

市
長　

茨
城
県
に
は
、

地
域
に
お
け
る
世
話
役
と
し

て
若
者
の
出
会
い
の
相
談
・

仲
介
等
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
」

が
県
知
事
よ
り
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。
県
全
体
で
現
在

５
３
２
人
が
委
嘱
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
市
で
は
４
人
と

大
変
少
な
い
状
況
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー

タ
ー
の
育
成
が
で
き
る
か
を

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
本
市
で
退
職
さ
れ
た
職

員
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
く
よ
う
な
手
立
て
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
が
、

い
か
が
な
も
の
か
。

　
　

市
長　

退
職
し
た
職
員

の
方
は
行
政
に
も
地
域
に
も

精
通
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

非
常
に
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

い
い
案
が
あ
っ
た
ら
示

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
私
の
案
と
し
て
、

行
政
が
結
婚
相
談
セ
ン
タ
ー

の
開
設
に
臨
む
こ
と
を
提
示

す
る
。
常
陸
太
田
市
で
は
、

い
ち
早
く
結
婚
相
談
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
た
と
い
う
記

事
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
佐
賀
県
武
雄
市

で
は
、
50
歳
時
点
で
の
未
婚

率
が
男
性
が
約
15
％
、
女
性

が
約
６
％
で
あ
る
の
を
非
常

に
深
刻
な
問
題
と
し
て
、
市

長
み
ず
か
ら
の
英
断
で
「
お

結
び
課
」
を
設
置
し
た
と
聞

い
た
。
今
、
各
自
治
体
が
知

恵
を
働
か
せ
て
、
次
世
代
の

若
者
に
手
を
差
し
伸
べ
て
い

る
状
況
が
あ
る
が
、
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

　
　

市
長　

本
市
に
お
い
て

も
、
最
重
要
課
題
と
い
う
認

識
の
も
と
に
、
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
婚
活

事
業
を
拡
大
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の

婚
活
事
業
で
す
べ
て
対
応
で

き
る
状
況
で
は
な
い
。
市
長

の
英
断
で
、
本
市
で
も
具
体

的
に
相
談
セ
ン
タ
ー
に
値
す

る
よ
う
な
、
ま
た
相
談
員
を

つ
く
る
よ
う
な
手
立
て
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

市
長　

議
員
の
結
婚
に

対
す
る
熱
意
を
十
分
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
、
そ
の
点
を

踏
ま
え
て
、
平
成
23
年
度
の

予
算
の
中
で
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
こ
の
ほ
か
、「
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
に
つ
い
て
」、「
児
童
虐
待

対
策
に
つ
い
て
」
の
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

【別表】平成 17年　行方市の男女別未婚率

年齢
（歳） 性別 総数

（人）
未婚者数
（人）

未婚率
（％）

25～ 29
男性 1,097 793 72.6

女性 943 546 57.9

30 ～ 34
男性 1,113 547 49.1

女性 926 242 26.1

35 ～ 39
男性 994 355 35.7

女性 912 115 12.6

40 ～ 44
男性 1,129 290 25.7

女性 1,119 77 6.9

問答

問答

問

答問答

問答問

答問答
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鈴木　義浩 議員

Ｑ 

市
独
自
の
騒
音
対
策
関
係
の
特
別
会

計
を
導
入
し
て
は
ど
う
か

Ａ 

予
算
執
行
に
お
け
る
問
題
は
な
い
の
で
、
今
後
も
一
般
会
計
で
処
理
す
べ
き
と
考
え
る

　
　

新
し
く
設
置
さ
れ
た
政

策
推
進
課
は
、
こ
の
半
年
間
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
き
た
の
か
。

　
　

市
長　

平
成
22
年
３
月

に
「
行
方
市
百
里
基
地
周
辺

整
備
協
議
会
」
が
発
足
し
、

そ
の
協
議
会
か
ら
５
月
11
日

に
市
長
に
対
し
て
要
望
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
「
協
議
会
と
の
連
絡
調

整
を
図
る
た
め
担
当
課
を
設

置
す
る
こ
と
」、「
騒
音
被
害

を
被
っ
て
い
る
協
議
会
を
構

成
す
る
住
民
に
対
し
、
負
担

の
軽
減
策
を
講
ず
る
こ
と
」

の
要
望
で
し
た
。
そ
れ
に
対

し
て
、
５
月
19
日
付
で
協
議

会
長
あ
て
に
市
長
名
で
回
答

を
し
て
い
ま
す
。

　
　

米
軍
再
編
交
付
金
１
億

２
，７
８
９
万
６
，０
０
０
円
、

そ
の
う
ち
４
，
１
６
８
万
円

騒
音
対
策
に
つ
い
て

が
ま
だ
予
算
化
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
４
，
１
６
８
万
円

の
使
い
道
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長　

今
回
の
補
正
予

算
で
道
路
整
備
に
２
，
０
０

０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

今
後
、
残
り
２
，
１
６
８
万

円
の
使
い
道
に
つ
い
て
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

地
方
自
治
法
で
は
、
条

例
で
定
め
れ
ば
、
市
独
自
の

騒
音
対
策
関
係
の
特
別
会
計

が
導
入
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

　
　

市
長　

本
市
は
騒
音
対

策
関
係
の
予
算
を
一
般
会
計

で
処
理
し
、
予
算
執
行
に
つ

い
て
問
題
は
起
き
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
今
後
も
一
般
会
計

で
処
理
す
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

農
業
振
興
地
域
の
除
外

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。

　
　

市
長　

現
在
、
市
全
体

の
農
業
振
興
地
域
の
見
直
し

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
の

見
直
し
は
、
総
合
計
画
及
び

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
も
と
に
関
係
土
地
改
良
区

や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
協

議
を
行
い
、
行
方
市
農
業
振

興
地
域
整
備
促
進
協
議
会
に

諮
り
な
が
ら
方
向
性
を
決
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

地
域
か
ら
「
下
水
道
を

整
備
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
要
望
が
あ
る
と
思
う
。
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

　
　

市
長　

当
初
国
道
３
５

４
号
線
周
辺
は
水
田
地
帯
の

農
用
地
で
あ
っ
た
た
め
、
全

玉
造
甲
地
区
の
国
道
３
５
４

号
周
辺
の
開
発
に
つ
い
て

体
計
画
及
び
事
業
認
可
の
区

域
外
と
し
て
定
め
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
の
開
発
及
び
地

元
住
民
の
強
い
要
望
に
よ

り
、
ベ
イ
シ
ア
付
近
の
地
域

を
下
水
道
整
備
地
区
と
し

て
、
認
可
区
域
の
拡
大
を
現

在
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

市
道
（
玉
）
９
号
線
か

ら
国
道
３
５
４
号
線
へ
と
抜

け
る
道
路
を
整
備
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

市
長　

市
道
（
玉
）
９

号
線
の
延
伸
は
、
市
の
発
展

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
市
の
財
政
事
情

と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

税
収
の
確
保
、
そ
し
て

若
者
が
こ
の
行
方
市
に
住
む

た
め
に
、
雇
用
の
場
と
し
て

早
期
の
企
業
誘
致
を
。

　
　

市
長　

誘
致
活
動
は
、

企
業
訪
問
を
行
う
ほ
か
、
企

業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
や
茨
城
県

人
会
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
県
と

の
連
携
を
一
層
密
に
し
な
が

ら
、
早
期
の
企
業
立
地
が
実

現
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

法
人
税
、
固
定
資
産
税
、

水
道
料
金
の
優
遇
策
を
も
っ

て
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

市
長　

企
業

誘
致
の
地
域
間
競

争
を
勝
ち
抜
く
た

め
に
も
、
本
市
独

自
の
優
遇
措
置
を

検
討
し
、
誘
致
活

動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

雇
用
対
策
に
つ
い
て

　
　

電
波
障
害
地
域
へ
の
対

応
を
伺
う
。

　
　

市
長　

国
が
支
援
策
と

し
て
、
難
視
聴
世
帯
に
Ｂ
Ｓ

ア
ン
テ
ナ
と
１
台
分
の
Ｂ
Ｓ

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
配
布
す

る
施
策
を
講
じ
ま
す
。
ま
た
、

衛
星
で
地
デ
ジ
受
信
す
る
世

帯
の
衛
星
受
信
料
は
、
５
年

間
の
期
限
付
き
で
免
除
と
し

ま
す
。
現
在
、
19
地
域
、
１
，

９
０
９
世
帯
が
難
視
聴
地
区

の
指
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
国
の
出
先
機

関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

で
き
る
限
り
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

低
所
得
者
層
へ
の
対
応

を
伺
う
。

　
　

市
長　

生
活
保
護
世
帯

並
び
に
障
害
者
の
該
当
世
帯

に
対
し
、
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

１
台
分
と
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

の
設
置
を
無
償
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
住
民
の
皆
さ
ん
の

不
安
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
国

等
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

地
デ
ジ
対
策
に
つ
い
て

延伸が望まれた市道（玉）９号線（緑ヶ丘区）

問答問

答問答

問答問答

問答

問答問

答

問答問答
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委 レポート員会
委員会では、付託された議案等の審査のほか所管する事項の諸問題について調査を行っています。

●
定
住
化
促
進
に
つ
い
て

視
察
先

：

兵
庫
県
淡
路
市
役

所
　

淡
路
市
は
淡
路
島
の
北
部

か
ら
中
部
に
位
置
す
る
、
人

口
約
４
万
８
，
７
０
０
人
の

市
で
す
。
人
口
は
、
少
子
化

が
進
み
、
年
々
緩
や
か
な
が

ら
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
人
口
減

少
を
食
い
止
め
よ
う
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
定
住
化
促
進
施
策

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
特

に
、
宅
地
分
譲
地
の
販
売
や

土
地
・
建
物
の
情
報
提
供
は

先
進
的
で
、
淡
路
市
へ
の
移

住
を
希
望
し
、
物
件
を
探
し

て
い
る
方
に
、
市
が
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
と
連
携
し

て
、
積
極
的
に
販
売
、
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
定
期
間
、

固
定
資
産
税
を
助
成
す
る

「
暮
ら
し
て
ス
マ
イ
ル
助

成
」、
市
の
各
種
情
報
提
供

や
移
住
の
相
談
を
行
う
「
暮

ら
し
無
料
会
員
登
録
制
度
」

や
市
職
員
が
暮
ら
し
の
場
と

し
て
の
魅
力
を
紹
介
す
る

「
淡
路
市
紹
介
バ
ス
ツ
ア
ー
」

な
ど
を
行
い
、
新
た
な
定
住

に
つ
な
が
る
交
流
人
口
の
増

大
を
図
る
こ
と
に
努
め
て
い

ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
定
住
促
進
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
定
住
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
企
業
誘
致
、
雇
用
環
境
、

支
援
体
制
な
ど
的
確
な
判
断

の
も
と
対
策
を
講
じ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
し
た
。

●
災
害
対
策
に
つ
い
て

視
察
先

：

人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

経
験
を
語
り
継
ぎ
、
そ
の
教

訓
を
未
来
に
生
か
す
こ
と
を

通
じ
て
、
地
域
防
災
力
の
向

上
、
安
全
・
安
心
な
市
民
協

働
・
減
災
社
会
の
実
現
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
職
員
の
説
明
や

展
示
物
か
ら
、
震
災
被
害
の

悲
惨
さ
や
防
災
の
重
要
性
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
防
災
体
制
の
確

立
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
公

共
施
設
等
の
耐
震
化
整
備
は

十
分
で
は
な
い
の
で
、
早
急

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

先
進
地
か
ら
学
ぶ･･

行
政
視
察
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

《総務委員会》６月22～23日

宅地の分譲販売で宅地の分譲販売で
　　　　　定住促進　　　　　定住促進

●
高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

視
察
先

：

東
京
都
日
の
出
町
役

場
　

日
の
出
町
は
、
東
京
都
心
か

ら
西
へ
約
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

位
置
す
る
、
人
口
約
１
万
６
，

４
０
０
人
の
町
で
す
。
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
人
口
が
減
少
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
道
路
や
公

共
施
設
等
の
完
備
を
機
に
、
い

ち
早
く
市
政
の
重
点
を
ソ
フ
ト

事
業
に
転
換
し
、
福
祉
、
教
育
、

産
業
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

高
齢
福
祉
事
業
に
当
た
っ
て

は
、「
日
本
一
お
年
寄
り
に
や

さ
し
い
町
づ
く
り
」
推
進
を
宣

言
し
、「
お
年
寄
り
に
や
さ
し

い
福
祉
基
本
条
例
」
や
「
高
齢

者
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
し
、
75
歳
以
上

《教育厚生委員会》
７月22～23日

人口減少にストップ !!人口減少にストップ !!
　　日本屈指の子育て支援　　日本屈指の子育て支援

行
政
視
察
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
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の
方
の
医
療
費
の
無
料
化
や
人

間
ド
ッ
ク
受
診
料
の
全
額
町
負

担
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し

た
健
康
増
進
・
管
理
な
ど
、
高

齢
者
の
生
活
に
即
し
た
、
施
策

の
効
果
を
実
感
で
き
る
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
環
境
の
整
備

と
出
生
率
の
向
上
に
も
力
を
入

れ
、
次
世
代
育
成
ク
ー
ポ
ン
の

支
給
や
子
ど
も
の
医
療
費
の
完

全
無
料
化
な
ど
の
事
業
を
行

い
、
若
い
世
代
の
人
口
の
回
復

に
功
を
奏
し
て
い
ま
し
た
。

●
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

視
察
先

：

静
岡
県
長
泉
町
役
場

　

長
泉
町
は
、
静
岡
県
の
東
部

に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
新
幹

線
三
島
駅
や
東
名
高
速
道
路
沼

津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
隣
接

す
る
、
人
口
約
４
万
６
０
０
人

の
町
で
す
。
恵
ま
れ
た
交
通
環

境
を
背
景
に
、
各
種
企
業
の
立

地
が
相
次
ぎ
、
県
内
屈
指
の
人

口
増
加
率
を
誇
り
、
今
後
も
さ

ら
な
る
発
展
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

長
泉
町
で
は
、
福
祉
課
、
学

校
教
育
課
に
分
か
れ
て
行
っ
て

い
た
子
育
て
支
援
を
一
体
的
に

行
う
た
め
、
平
成
12
年
度
か
ら

教
育
委
員
会
内
に
「
こ
ど
も
育

成
課
」
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で

の
縦
割
り
の
枠
組
み
を
超
え

た
、
住
民
に
と
っ
て
わ
か
り

や
す
い
組
織
に
し
ま
し
た
。
こ

ど
も
育
成
課
の
設
置
は
業
務
の

効
率
化
が
図
ら
れ
た
だ
け
で
な

く
、
出
生
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
の
子
育
て
全
体
に
柔
軟
に
対

応
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
し

た
。

　

子
育
て
支
援
の
具
体
的
な
事

業
と
し
て
は
、
保
育
園
・
幼
稚

園
は
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の

無
償
化
、
放
課
後
児
童
会
の
開

設
、
不
妊
治
療
の
助
成
、
子
ど

も
の
医
療
費
の
助
成
な
ど
、
部

門
を
超
え
て
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　

本
市
と
は
財
政
規
模
や
産
業

構
造
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が

あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
施
策

を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い

一
面
が
あ
り
ま
す
が
、
少
子
高

齢
化
が
進
む
現
状
の
中
で
、
人

口
増
加
に
向
け
た
施
策
や
地
域

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
子
育

て
支
援
や
高
齢
者
を
支
え
る
取

り
組
み
は
大
い
に
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

《経済委員会》８月９～10日 「食」と「農」を発信する「食」と「農」を発信する

●
三
田
市
食
と
農
の
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

視
察
先

：

兵
庫
県
三
田
市
役
所

　

三
田
市
は
、
兵
庫
県
の
南
東

部
に
位
置
す
る
、
人
口
約
11
万

４
，
５
０
０
人
の
市
で
す
。
市

域
面
積
の
約
23
％
を
農
業
振
興

地
域
が
占
め
、
２
，
１
５
２
戸

の
農
家
が
市
の
「
食
」
と
「
農
」

を
支
え
て
い
ま
す
。

　
「
三
田
市
食
と
農
の
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」
で
は
、
三
田
市
に
お

け
る
「
食
」
と
「
農
」
の
今
後

の
あ
る
べ
き
姿
を
農
家
だ
け
で

な
く
、
一
般
市
民
も
参
加
し
て

の
、
実
現
に
向
け
た
方
策
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
像
の
実
現

に
向
け
た
３
つ
の
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
Ａ
・
農
村
を
元
気

に
し
よ
う
」「
Ｂ
・
市
民
が
支

え
よ
う
」「
Ｃ
・
三
田
の
食
と

農
を
発
信
し
よ
う
」
が
実
践
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
は
農
業
を
基
幹
産
業
と

位
置
づ
け
、
首
都
圏
の
食
糧
基

地
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

三
田
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
広
く

「
農
」
の
地
域
循
環
型
社
会
を

構
築
す
る
た
め
、
大
い
に
参
考

と
す
べ
き
点
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｂ
、
Ｃ

は
、
こ
れ
ま
で
本
市
の
農
業
行

政
の
中
で
は
持
っ
て
い
な
か
っ

た
視
点
で
あ
り
、
農
業
行
政
が

消
費
者
と
深
く
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

●
楽
農
事
業
に
つ
い
て

視
察
先

：

兵
庫
県
楽
農
生
活
セ

ン
タ
ー
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

　

兵
庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー

は
、
県
民
誰
も
が
ど
こ
で
も
気

軽
に
「
農
」
の
大
切
さ
を
学
び
、

農
作
業
等
の
体
験
や
実
践
が
で

き
る
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

楽
農
学
校
事
業
、
農
産
物
直

売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
好
評
を

得
て
お
り
、「
農
」
と
の
関
わ

り
か
ら
、
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
が

実
感
で
き
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。

　

本
市
の
地
元
産
の
安
心
・
安

全
な
野
菜
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
中

で
、
こ
の
よ
う
な
施
設
経
営
も

大
い
に
参
考
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

　横田太一氏の議員辞職に伴
い、総務副委員長の互選を行い
ました。
　
　副委員長　小林　久
　　　　（９月８日から就任）
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議会トピックス議会トピックス

●議会日誌●
７月
１日  水戸神栖線・玉里水戸線道路建設促進期

成同盟会総会
２日 総務委員会所管事務調査
６～７日 茨城県市議会議長会視察研修会
９日 経済委員会
12 日 総務委員会
　　国道 354 号整備促進協議会総会
14 日 広報委員会　議会運営委員会
21 日 第３回臨時会
22 ～ 23 日 教育厚生委員会行政視察
23 日 県東市議会議長会定例会
27 日 茨城空港関連道路整備促進協議会総会
30 日 議員年金制度に関する要望活動

８月
４日 鹿島灘海岸環境整備事業推進協議会総会
６日 県内の高速道路整備に関する意見交換会

９～ 10 日 経済委員会行政視察
10 日 圏央道･東関東道整備促進大会及び要望活動
23 日 総務委員会
24 日 経済委員会　道路整備要望活動
25 日 教育厚生委員会
27 日 建設委員会　議会運営委員会
　　行方地域医療協議会総会
31 日 教育厚生委員会

９月
６～ 24 日 第３回定例会
６日 議会運営委員会
８日 総務委員会　決算特別委員会
９～ 10 日 決算特別委員会
15 日 議員定数等調査特別委員会
21 日 教育厚生委員会
24 日 決算特別委員会

傍聴してみませんか？
次の定例会は11 月下旬 開会予定です

　傍聴は、議会の活動や市政の動きを知るチャンスです。
　第４回定例会では、主に条例の改正や補正予算につ
いて審議が行われます。
　議会で何が行われているのか、ぜひ実際に見て、聴
いてください。

・傍聴席は44席（先着順）、事前の申込みは不要です。
・ 行方市議会の場合、開会日からおよそ２～３日間に
わたり、議案の審議が行われます。一般質問はその
後行われます。

会議録をインターネットで閲覧

　過去の本会議の内容は、「会議録検索システム」をご
利用いただくことで、ご覧になれます。どうぞ市議会ホー
ムページの「会議録」にアクセスしてください。
　現在は、平成22年第２回（６月）定例会の会議録まで
がご覧いただけます。

議
員
の
辞
職

横よ
こ

田た

太た

一い
ち

氏
（
総
務
副
委
員
長
）

　

平
成
22
年
８
月
31
日
付
辞
職

　

在
職
期
間

：

１
期
３
年
５
カ
月

（
平
成
19
年
４
月
22
日
か
ら
）

　　

市
政
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
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過去の「行方市議会だより」を行方市公式ホームページで見ることができます。
http://www.city.namegata.ibaraki.jp/ 議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより

編
集
後
記

●
（
仮
称
）
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

要
望
し
ま
す
。
中
学
、
高
校
と
進
む
に

つ
れ
、
親
で
は
難
し
く
て
、
教
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

私
の
高
校
生
の
娘
で
す
が
、
数
学
の

理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
、
１
時
間
、

２
時
間
と
考
え
て
も
、
前
へ
進
め
ま
せ

ん
。
可
哀
想
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
に
、
電
話
１
本
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
１
枚
で
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ

れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
助
か
る
か
と
思
い
ま

す
。
全
国
的
に
は
す
で
に
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

（
50
代　

男
性
）

●
近
年
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
で
、
一
部
の
役
所
の
仕
事
の
杜
撰

さ
や
、
市
職
員
の
職
務
怠
慢
を
ま
る
で

す
べ
て
の
公
務
員
の
よ
う
に
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
に
報
道
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
な
ど
で
ひ
ど
い
公
務

員
叩
き
を
し
た
り
す
る
の
を
頻
繁
に
目

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

不
安
定
な
政
権
や
慢
性
的
な
不
景

気
に
よ
る
社
会
の
閉
塞
感
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
い
う
匿
名
性
の
高
い
ツ
ー
ル

な
ど
が
公
務
員
叩
き
を
ま
す
ま
す
加
速

さ
せ
て
い
る
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ど
う
か
我
が
行
方
市
の
職
員
の
方
々

に
は
、
自
覚
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
、

こ
う
し
た
風
評
や
偏
見
な
ど
を
物
と
も

し
な
い
立
派
な
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
。  

（
30
代　

男
性
）

●
行
方
市
に
は
大
小
い
ろ
い
ろ
な
公
園

が
数
多
く
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
公
園

内
で
は
市
民
の
姿
は
全
く
見
ら
れ
な
い

と
い
う
か
、
誰
も
行
か
な
い
公
園
が
私

は
数
多
く
み
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
は
ど
う
お
思
い
で
し
ょ
う
か
。

　

個
々
の
維
持
管
理
費
も
私
た
ち
の
税

金
で
賄
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
公
園

の
数
が
多
け
れ
ば
よ
い
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
小
中
学
校
の
統
廃
合
と
市
を
挙
げ

て
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
さ
な
か
、

私
は
行
方
市
に
１
〜
２
カ
所
に
絞
り
、

充
実
し
た
公
園
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。  

（
60
代　

男
性
）

●
私
の
子
ど
も
は
小
学
生
で
す
。
水

泳
を
行
っ
て
お
り
、
県
大
会
に
も
出
場

し
ま
し
た
。
し
か
し
練
習
は
、
市
外
の

プ
ー
ル
で
す
。
ま
た
、
中
学
生
に
な
っ

て
も
続
け
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
行
方
市
に
は
、
年
中
利
用
で
き
る

プ
ー
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
指
導
者
も

い
ま
せ
ん
。

　

今
度
で
き
る
麻
生
中
学
校
に
25
メ
ー

ト
ル
、
３
コ
ー
ス
の
プ
ー
ル
を
造
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
子
ど
も
も

県
大
会
や
そ
の
上
を
目
指
し
て
水
泳
を

出
来
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
志

の
生
徒
た
ち
で
水
泳
部
も
出
来
る
と
思

い
ま
す
。 

（
40
代　

男
性
）

●
防
災
無
線
に
つ
い
て
、
選
挙
時
は

だ
い
ぶ
ご
熱
心
に
耳
に
タ
コ
が
で
き
る

く
ら
い
放
送
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
テ

レ
ビ
等
で
わ
が
行
方
市
の
素
晴
ら
し
い

こ
と
が
放
送
さ
れ
る
様
子
が
何
度
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
ほ
か
の
市
町
村
で
は
市

民
の
皆
様
へ
防
災
無
線
で
の
案
内
放
送

が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
わ
が
行

方
市
で
は
い
っ
さ
い
聞
い
た
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
案

内
放
送
ぐ
ら
い
は
良
い
こ
と
か
と
思
う

の
で
す
が
。　

 

（
50
代　

男
性
）

●
三
町
合
併
に
よ
り
行
方
市
に
な
り

数
年
が
過
ぎ
、
各
組
織
や
各
種
団
体
な

ど
が
再
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ

と
つ
に
、
消
防
団
の
一
本
化
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
こ
こ
数
年
、
団
員
の

数
が
減
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
若

い
人
た
ち
に
就
職
先
が
無
く
、
地
元
に

残
れ
ず
離
れ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
地

域
を
築
き
、
守
っ
て
い
く
若
者
た
ち
が

生
ま
れ
育
っ
た
地
で
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
市
と
し
て
企
業
誘
致
や
、
安
定
雇

用
に
、
よ
り
一
層
力
を
注
い
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 （
40
代　

男
性
）

みんなで傍聴しましょう !!
次の定例会は11月下旬開会予定です

　

記
録
尽
く
め
の
猛
暑
と
な
っ

た
今
年
の
夏
も
終
わ
り
を
告
げ
、

実
り
の
秋
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
今
日
こ
の
頃
。
時
の
経
つ

の
は
早
い
も
の
で
、
議
会
だ
よ

り
も
昨
年
度
の
決
算
審
査
報
告

を
皆
様
に
お
届
け
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
決
算
の
審
査
は
、
決
算
特
別
委
員

会
に
付
託
し
、
適
正
な
執
行
が
な
さ
れ
た
か
、
真

剣
か
つ
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
全
会
一

致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
中
で
あ
っ
た
建

設
的
な
意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
予

算
編
成
に
十
分
生
か
さ
れ
る
よ
う
切
に
望
み
ま

す
。

　

ま
た
、
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、

議
論
を
深
め
て
き
た
「
議
員
定
数
」
に
つ
い
て
、

現
行
の
24
人
か
ら
20
人
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

次
の
一
般
選
挙
か
ら
定
数
を
20
人
と
す
る
条
例
案

を
提
出
。
大
き
な
節
目
と
な
る
定
例
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
声
が
改
革
へ
の
道

し
る
べ
と
受
け
止
め
、
日
々
研
鑽
、
精
進
し
て
い

く
決
意
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
さ
ら
な
る
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（髙

橋
正
信
）

広
報
委
員
会

　
　

委
員
長　

宮
内　

正

　
　

副
委
員
長　

髙
橋
正
信

　
　

委　
　

員　

松
兼
幸
蔵　

鈴
木
義
浩

　
　
　
　
　
　
　

関
野
謙
一

ちょっとひと言!!

市民市民のの声
広報委員が市民の皆さんに、
行方市に寄せる思いをイン
タビューしました。タビューしました。

　

議
会
で
は
、
議
会
や
市
に
対
す

る
要
望
、
意
見
、
あ
る
い
は
「
議

会
だ
よ
り
」
を
読
ん
で
の
感
想
な

ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
議
会
事
務
局
ま
で
。


